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○ 昨年度の知的財産の授業を覚えているか  
図５　追アンケート①結果
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○ 授業後，侵害しないよう気を付けているか
図６　追アンケート②結果
表６　追アンケート①（2019年７月実施）
対象：R元年度３年生32名
・入広瀬中でSTの授業を実施した３年生10名
・守門中で長嶺の授業を実施した３年生22名
○昨年度行った情報モラルの授業を思い出し，答えてくだ
さい。昨年度の知的財産の授業を覚えていますか
そう思う　大体思う　あまり思わない　全然思わない
表７　追アンケート②（2019年７月実施）
対象：R元年度３年生32名
・入広瀬中でSTの授業を実施した３年生10名
・守門中で長嶺の授業を実施した３年生22名
○昨年度行った情報モラルの授業を思い出し答えてくださ
い。昨年度の授業後から今現在まで，知的財産の侵害をし
ないよう気を付けて生活をしていると思いますか
そう思う　大体思う　あまり思わない　全然思わない
126
　追アンケートの結果から，STによる授業を実施した入広瀬中出身生徒では，授業を覚えているかどうかの質問に対
して，「そう思う」もしくは「大体思う」と肯定的に答えた割合が合計で90％に上った。一方，STによる授業を実施し
ていない守門中出身生徒では肯定的割合が46％と，その結果には大きな差が見られた。STによる授業を行ったことで
教師が普通に授業を行うよりも印象に残ったといえる。
　また，その後の意識の継続に関しては，入広瀬中出身生徒は「そう思う」が40％で，「全然思わない」が０％と，守
門中出身生徒よりも　意識の継続の度合いが高いこともわかった。STの授業により，知的財産の侵害という問題がよ
り身近で大きな問題であるという意識が深まったのではないかと考えられる。しかし，STを実施していない守門中に
おいても82％の生徒は肯定的な評価が得られているため，元々の生徒たちがもつ規範意識の高さも大きく影響している
ことと考えられる。
５　成果と課題
　⑴　成果
　事前，事後アンケートの比較や，追アンケートの比較から，STの授業がST，Sそれぞれにとって，理解の深まりに
効果的だったといえる。特にＳにおいては，STの授業を受けたことでより印象に残った点や，身近な例を出したこと
による理解の深まりも見られるなど，大きな成果が見られた。このことから，情報分野のような現代的で日々生徒たち
を取り巻く環境が大きく変化していく分野の指導において，問題意識を身近に捉え，学びを深める上でSTを活用する
ことは有効に働くといえる。
　
　⑵　課題
　STの活用が効果的に表れた一方で，課題も見つかった。今回の授業を準備するにあたり，ST生徒は限られた資料，
時間の中で，グループでの準備を行ったため，役割の比重により，その後の意識や理解の差が生じた。また，ST生徒
は身近な例や自分たちの経験をもとに授業をつくっていったため，ST，S双方とも，馴染みのある分野での一面的な理
解に留まることがあった。更なる理解の広がりにつなげる必要性につなげられるよう，ST生徒への指導の充実や時間
確保が課題である。
　また，追アンケート②の授業後侵害しないように気を付けているかという質問に対してはSTを実施していない守門
中においてもある程度の肯定的評価が得られていることから，意識の向上と継続にSTの授業が大きく影響していると
は一概に言えない部分もある。
　今回の実践は小規模校で上級生，下級生間の壁がないことにより成功したが，規模によって，あるいは上級生と下級
生の関係性によっては簡単に成果が出るとは考えにくい。日頃から生徒自身の規範意識も高く，また得られるデータも
少なかったため，今後も追アンケートやより規模の大きな学校での実践により，更なるデータを集めたい。その上で，
STの活用がどれだけ効果があるのか，STをどのような場面で活用すると効果的なのか，またSTの指導の形態について
も更に検証を重ねる必要がある。
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